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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡（１）であって、ハンドグリップ（２）と該ハンドグリップ（２）に結合可能な
ゾンデ部分（３）とが設けられており、ハンドグリップ（２）に少なくとも１つの発光ダ
イオード（６）を備えた照明システムと、受像体を備えたビデオシステムとが配置されて
おり、少なくとも１つの発光ダイオード（６）のために、ハンドグリップ（２）の内側に
配置された熱伝導性の材料から成る支持エレメント（１２）が設けられており、該支持エ
レメント（１２）に発光ダイオード（６）が直接結合されており、支持エレメント（１２
）が、ハンドグリップ（２）及びゾンデ部分（３）のケーシング部分及び／又は互いの連
結部（７）に熱的に接触している形式のものにおいて、支持エレメント（１２）がロッド
状に形成されていて、発光ダイオード（６）の組込み個所からハンドグリップ（２）の後
方の部分にまで延びていることで、発光ダイオード（６）の冷却のために十分な導出面及
び冷却面が形成されており、支持エレメント（１２）に熱的に接触接続されたハンドグリ
ップ（２）及びゾンデ部分（３）が、発光ダイオード（６）の熱導出及び冷却のために働
き、少なくとも１つの発光ダイオード（６）が、その電気的な接続部の１つの極で支持エ
レメント（１２）に結合されており、該支持エレメント（１２）と接眼レンズカートリッ
ジ（１１）に熱的に接触している保持体（１６）が、ヒートブリッジ部分として働き、連
結部（７）が、ハンドグリップ（２）とゾンデ部分（３）との間に、バヨネット式に互い
に係合する連結部部分（４，５）を備えて配置されており、該連結部部分（４，５）が、
保持プレート（２０）とヒートブリッジ部分である保持体（１６）とを介して、発光ダイ
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オード支持エレメント（１２）と熱的に接触していて、接眼レンズカートリッジ（１１）
が、カメラソケット（１７）に同軸的に結合されており、両部分が熱導出のために働き、
カメラソケット（１７）が、後側の保持ソケット（１９）によって、外側のキャップナッ
ト（１８）に熱的に接触していることを特徴とする、内視鏡。
【請求項２】
　発光ダイオード（６）のための支持エレメント（１２）が、良熱伝導性の材料から成っ
ている、請求項１記載の内視鏡。
【請求項３】
　良熱伝導性の材料が、銅又はアルミニウムである、請求項２記載の内視鏡。
【請求項４】
　１つの連結部部分が、ロック部分（５）の回動のための取っ手である舌片状の外側の延
長部（２１）を備えた回動可能なロック部分（５）として形成されている、請求項１から
３までのいずれか一項記載の内視鏡。
【請求項５】
　舌片状の延長部（２１）が、ロック部分（５）の閉鎖位置において、ハンドグリップ（
２）及びゾンデ部分（３）の互いに係合する部分を橋絡して熱的に連結し、特に支持エレ
メント（１２）の支承のためのハンドグリップ（２）の管状のガイド部分（２２）と、ゾ
ンデ部分（３）のファイバオプティックピン（２５）とを橋絡して熱的に連結する、請求
項１から４までのいずれか一項記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡であって、ハンドグリップと該ハンドグリップに結合可能なゾンデ部
分とが設けられており、ハンドグリップに少なくとも１つの発光ダイオードを備えた照明
システムと、受像体を備えたビデオシステムとが配置されており、少なくとも１つの発光
ダイオードのために、ハンドグリップの内側に配置された熱伝導性の材料から成る支持エ
レメントが設けられており、該支持エレメントに発光ダイオードが直接結合されており、
支持エレメントが、ハンドグリップ及び場合によってはゾンデ部分のケーシング部分及び
／又は組込み部分に熱的に接触している形式のものに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＵＳ２００１／０１２０１８１Ａ１から既に、ゾンデ部分に結合可能な、内視鏡のハン
ドグリップの内部に照明装置を有する内視鏡が公知である。光学的なレンズアッセンブリ
を有しているか又は受像体を備えたビデオシステムを有することもできる公知の内視鏡の
ハンドグリップには、そのために複数のＬＥＤ発光ダイオードが設けられている。これら
のＬＥＤ発光ダイオードの光線は対応配置されたプリズムを介して光導体に変向される。
この光導体は内視鏡の遠位の端部に通じている。しかしプリズムを介した発光ダイオード
から放射された光線の変向にはハンドグリップ内部に著しいスペース需要を必要とし、こ
れに加えてこの変向には光出力の損失を伴う。この光出力は、複数の発光ダイオードの使
用時にのみ重要ではないかもしれない。しかし複数の発光ダイオードの使用は、ハンドグ
リップ内部の適切に高められた熱発生にも注意を払う必要がある、とうい欠点を有してい
る。
【０００３】
　この種の内視鏡の場合には、照明システムとビデオシステムとのために電気的な導線路
がさらに必要となるだけであるので、内視鏡の取扱いは極めて小さな構成であっても簡略
化され、供給線路により有利には損なわれてはいない。
【０００４】
　ハンドグリップに組み込まれた照明源においては、比較的高い点状の熱発生が存在する
ということが問題である。この熱発生はハンドグリップを加熱し、これにより手による保
持が損なわれる恐れがある。ハンドグリップの組込み部分は、受像体を備えたカメラと、
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別の電子的な構成部分と、また光学系の領域において接着部を備えた接眼レンズユニット
も、これにより熱的に高い負荷を受けている。
【０００５】
　高出力発光ダイオード、つまりＬＥＤを使用する場合、ＬＥＤチップに直に、医学的な
装置、特に内視鏡では許容されない温度が発生してしまう。
【０００６】
　従って既に冒頭で述べた形式の、ハンドグリップとこれに結合可能なゾンデ部分とを有
する内視鏡（ＥＰ１８７５８５３Ａ１参照）が提供された。公知の内視鏡のハンドグリッ
プには、受像体を備えたビデオシステムを越えて、発光ダイオードを備えた照明システム
が組み込まれてもいる。この場合、発光ダイオードは貫通開口に配置されていて、この貫
通開口は熱伝導能のある材料から成る円筒状の支持エレメント内に配置されている。この
支持エレメントはハンドグリップの内部において、半円筒状で、長手方向で互いに結合さ
れたフレーム部分に保持されている。これらのフレーム部分も同様に、熱伝導能のある材
料から製造されていて、ハンドグリップの内周面に取付けられている。
【０００７】
　比較可能な内視鏡が、ＥＰ１８８０６６０Ａ１からも公知である。この刊行物は確かに
先願の特許明細書であるが、後公開された特許明細書である。
【特許文献１】ＵＳ２００１／０１２０１８１Ａ１
【特許文献２】ＥＰ１８７５８５３Ａ１
【特許文献３】ＥＰ１８８０６６０Ａ１
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従って、本発明の課題は、冒頭で述べた形式の内視鏡を改良して、点状の高い熱発生を
伴う光源を使用する場合であっても全体として許容できない加熱を被らない内視鏡と、比
較的僅かにしか温度負荷にさらされない内視鏡の組込み部分とを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この課題を解決するために、本発明の構成では、支持エレメントがロッド状に形成され
ていて、発光ダイオードの組込み個所からハンドグリップの後方の部分にまで延びている
ことで、発光ダイオードの冷却のために十分な導出面及び冷却面が形成されており、熱的
に接触接続された全エレメントの質量体及び／又は表面が、発光ダイオードの熱導出及び
冷却のために働き、少なくとも１つの発光ダイオードが、その電気的な接続部の１つの極
で支持エレメントに結合されており、該支持エレメントと接眼レンズカートリッジに熱的
に接触している保持体は、ヒートブリッジ部分として働き、ハンドグリップとゾンデ部分
との間に、バヨネット式に互いに係合する連結部部分を備えた連結部が配置されており、
該連結部部分が、保持プレートとヒートブリッジ部分である保持体とを介して、発光ダイ
オード支持エレメントと熱的に接触しているようにした。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明による内視鏡の場合には、少なくとも１つの発光ダイオードが、その電気的な接
続部の１つの極で支持エレメントに結合されている。従って、給電は支持エレメントを介
して直接行われる一方で、たとえば発光ダイオードの別の自由な接続極に接続されている
電気的なケーブルを介して行われる。これにより比較的大きな質量体を有する支持エレメ
ントは、少なくとも１つの発光ダイオードにおいて発生する熱を迅速に吸収し導出するこ
とができる。ＬＥＤにおける点状の熱発生は、直接支持エレメントに伝達され、この支持
エレメントは、良好な熱伝導能に関連した比較的大きな質量体により、大きな熱吸収容量
を有している。このことに、支持エレメントがロッド状に形成されていて、ＬＥＤの組込
み個所から可能な限りハンドグリップの後方の部分に延びていることで、ＬＥＤの冷却の
ために十分な導出面及び冷却面が形成されていることが貢献している。この場合、支持エ
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レメントはゾンデ部分とハンドグリップとの間の連結部個所からほぼ出発して、ハンドグ
リップの後方の部分に延びることができる。従ってハンドグリップの後方の空間は、良好
に使用される。この場合、支持エレメントはハンドグリップ、場合によってはゾンデ部分
のケーシング部分及び／又は組込み部分に、熱的に接触接続された全エレメントの質量体
及び／又は表面が、ＬＥＤの熱導出と冷却とのために働くことができるように、熱的に接
触している。ハンドグリップとゾンデ部分との間には、バヨネット式に互いに内外に係合
する複数の連結部部分を備えた連結部が配置されている。この場合、連結部部分は、保持
プレートとヒートブリッジ部分とを介してＬＥＤ支持エレメントに熱的に接触しているの
で、これらの部分も外方への熱放射のために貢献する。
【００１１】
　前記冷却手段及び導出手段の使用及び利用時には、照明の持続運転は不都合な周辺環境
下、つまり高められた周辺温度下ですら可能でもある。
【００１２】
　実験は、前記手段により、高い出力の１つ又は複数のＬＥＤの使用時にも、内視鏡グリ
ップの全加熱は、許容可能な限界値の下側に位置している、特に５０℃以下にあるという
ことを示した。連続的にスイッチを入れられたＬＥＤによる通常の運転持続時には、加熱
はなお前記温度を下回っている。前記熱導出手段と放射手段との場合には、ハンドグリッ
プ自体を介する外方への確実な熱放射を一緒に考慮することができる。
【００１３】
　この場合、有利には銅またはアルミニウム等から成る支持エレメントは良熱伝導性の材
料から成っている。
【００１４】
　既述したようにハンドグリップの組込み部分は、ＬＥＤによって製造され、支持エレメ
ントに伝達される熱の熱導出のために利用することができる。
【００１５】
　このために支持エレメントと接眼レンズカートリッジとのための保持体は、ヒートブリ
ッジ部分として形成することができ、その結果、接眼レンズカートリッジは支持エレメン
トと熱的に接触している。
【００１６】
　さらに、接眼レンズカートリッジはカメラソケットに同軸的に結合することができ、そ
の結果、２つの部分は熱導出のために働く。
【００１７】
　カメラソケットが、特に後側の保持ソケットによって外側のキャップナットまたはこれ
に類似の閉鎖部分または螺合締結部分に熱的に接触していると、特に有利である。
【００１８】
　ハンドグリップの後方の端部の外側にある部分は、外方に周辺空気へのＬＥＤから組込
み部分を介して伝達される熱の良好な放射をもたらす。この場合、有利には、ハンドグリ
ップのこの部分は、ハンドグリップの把持時の保持領域の外側に位置している。
【００１９】
　１つの連結部部分が、ロック部分の回動のために取っ手である外側の舌片状の延長部を
備えたロック部分として形成されていると、特に外方への効果的な熱導出と放射とがもた
らされる。この舌片状の延長部は、熱放射性のロック部分自体に対して付加的に有利には
冷却フラップを形成する。この冷却フラップは、ケーシング内部の外側に位置する冷却フ
ラップの表面により、特に良好な、外方への熱放射がもたらされる。
【００２０】
　ハンドグリップの後方の端部に設けられた螺合締結部等、及び他方の端部に設けられた
舌片状の閉鎖部分を備えた連結部部分は、通常、金属から成っている。これにより良好な
熱伝導が付与されている。
【００２１】
　本発明の付加的な構成は、その他の従属請求項において実施されている。



(5) JP 5424587 B2 2014.2.26

10

20

30

40

50

【００２２】
　本発明に係る内視鏡は、ハンドグリップと該ハンドグリップに結合可能なゾンデ部分と
が設けられており、ハンドグリップに少なくとも１つの発光ダイオードを備えた照明シス
テムと、受像体を備えたビデオシステムとが配置されており、少なくとも１つの発光ダイ
オードのために、ハンドグリップの内側に配置された熱伝導性の材料から成る支持エレメ
ントが設けられており、該支持エレメントに発光ダイオードが直接結合されており、支持
エレメントが、ハンドグリップ及び場合によってはゾンデ部分のケーシング部分及び／又
は組込み部分に熱的に接触している形式のものにおいて、支持エレメントがロッド状に形
成されていて、発光ダイオードの組込み個所からハンドグリップの後方の部分にまで延び
ていることで、発光ダイオードの冷却のために十分な導出面及び冷却面が形成されており
、熱的に接触接続された全エレメントの質量体及び／又は表面が、発光ダイオードの熱導
出及び冷却のために働き、少なくとも１つの発光ダイオードが、その電気的な接続部の１
つの極で支持エレメントに結合されており、該支持エレメントと接眼レンズカートリッジ
に熱的に接触している保持体が、ヒートブリッジ部分として働き、ハンドグリップとゾン
デ部分との間に、バヨネット式に互いに係合する連結部部分を備えた連結部が配置されて
おり、該連結部部分が、保持プレートとヒートブリッジ部分である保持体とを介して、発
光ダイオード支持エレメントと熱的に接触していることを特徴とする。
【００２３】
　本発明に係る内視鏡は、有利には、発光ダイオードのための支持エレメントが、有利に
は銅またはアルミニウム等の良熱伝導性の材料から成っている。
【００２４】
　本発明に係る内視鏡は、有利には、接眼レンズカートリッジが、カメラソケットに同軸
的に結合されており、両部分が熱導出のために働く。
【００２５】
　本発明に係る内視鏡は、有利には、カメラソケットが、後側の保持ソケットによって、
外側のキャップナット又はこれに類似の螺合締結部分に熱的に接触している。
【００２６】
　本発明に係る内視鏡は、有利には、１つの連結部部分が、ロック部分の回動のための取
っ手である舌片状の外側の延長部を備えた回動可能なロック部分として形成されている。
【００２７】
　本発明に係る内視鏡は、有利には、舌片状の延長部、ロック部分の閉鎖位置において、
ハンドグリップ及びゾンデ部分の互いに係合する部分を橋絡して熱的に連結し、特に支持
エレメントの支承のためのハンドグリップの管状のガイド部分と、ゾンデ部分のファイバ
オプティックピンとを橋絡して熱的に連結する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下に、本発明を実施するための最良の形態を図面につき詳しく説明する。
【００２９】
　図１に示した内視鏡１は、実質的にハンドグリップ２とこのハンドグリップ２に結合可
能なゾンデ部分３とを有している。これらの２つの部分２，３は連結部７を介して互いに
結合可能である。ハンドグリップ２には回動可能なロック部分５が設けられていて、ゾン
デ部分３にはプレート状の連結部対応部材４が設けられている。ロック部分５と連結部対
応部材４とは閉鎖位置においてバヨネット式に互いに内外に係合する。
【００３０】
　ハンドグリップ２には発光ダイオード６を備えた照明システムが配置されている（図２
，図３及び図５参照）。発光ダイオード６によって形成された光は、ゾンデ部分３が連結
された場合に、このゾンデ部分にある光導体８に入力結合され、この光導体８を介して実
際のゾンデ９の遠位の端部に案内される。
【００３１】
　ハンドグリップ２には、さらにカメラ１０とこれに前置された接眼レンズカートリッジ
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（Ｏｋｕｌａｒｐａｔｒｏｎｅ）１１とを備えたビデオシステムが設けられている。照明
システムの発光ダイオード６は、熱伝導性の材料から成る支持エレメント１２に結合され
ている。この場合、ＬＥＤは支持エレメントに熱的に直接連結されている。この場合、支
持エレメントは安定的な保持部と熱伝導体を形成する。
【００３２】
　図３において発光ダイオード６と一緒に斜視的に示されている支持エレメント１２は、
銅又はアルミニウムから成っていてよく、実施例ではロッド状に形成されている。支持エ
レメント１２は連結部７付近の発光ダイオード６の組込み個所から、ハンドグリップ２の
後方の領域に延びている。発光ダイオード６は支持エレメント１２の遠位の端面端部に結
合されていて、特にこの端面側においてはんだ付けされている。この場合、発光ダイオー
ド６の電気的な一方の接続極は支持エレメント１２に結合されていて、別の他方の接続極
は接続ケーブルのために自由なまま、つまり開放したままである。
【００３３】
　実施例では支持エレメント１２は段状の切欠き１３を有している。この切欠き１３の領
域では発光ダイオード６の、一方の自由な電気的な接続極が突出している。従って給電は
一方で支持エレメント１２を介して直接行われ、他方で電気的なケーブル１４（図２参照
）を介して行われる。このケーブル１４は発光ダイオード６の他方の自由な接続極に接続
されている。このケーブル１４と、支持エレメント１２に後側で接続された別の電気的な
ケーブル１４ａとを介して、発光ダイオード６の給電は行われる。両ケーブル１４，１４
ａは、組み込まれたカメラ１０に通じている別の電気的なケーブル（図示せず）と一緒に
、後側でハンドグリップ２からケーブル螺合導通部を抜けて導出される。
【００３４】
　図２及び特に図３において、支持エレメント１２が長手方向溝１５を有していることが
、さらに良好に見て取ることができる。長手方向溝１５には電気的なケーブル１４が案内
されている。
【００３５】
　支持エレメント１２は比較的大きな質量体を有しており、その結果、発光ダイオード６
において発生する熱を迅速に吸収し導出することができる。発光ダイオード６の出力及び
支持エレメント１２のサイズに応じて、これによって達成される熱導出は少なくとも比較
的短時間で既に達成することができる。しかし有利には、支持エレメント１２はハンドグ
リップの組込み部分及び／又はケーシング部分と熱的に接触していて、発光ダイオード６
において発生する熱は分配される、及び／又は導出される。
【００３６】
　この場合、熱導出は、ハンドグリップ２の外側ケーシング２３が通常のようにプラスチ
ックから成っていて、ひいては減じられた熱伝導能を有していると特に有利である。この
ことは一方では望ましいことである。なぜならばハンドグリップを内視鏡の使用中には手
によって保持されるので、ケーシング外側の加熱は保持領域において可能な限り僅かに行
いたいからである。
【００３７】
　つまりハンドグリップ２の内側、特に発光ダイオード６の内側で発生する熱を、僅かな
程度でハンドグリップ２の外側の保持領域に伝達したく、その保持領域の代わりにハンド
グリップを保持する手が接触することのない個所に伝導したい。
【００３８】
　ロッド状の支持エレメント１２は、長手方向で可動に支承されていて、後側でばね２４
により支持されている。ゾンデ部分３の入力結合時に、ゾンデ部分の段付きファイバオプ
ティックピン２５は、ハンドグリップ２にある発光ダイオード６に押し付けられ、この場
合、ＬＥＤ６と支持エレメント１２とを備えた可動な照明ユニットは、管状のガイド部分
２２においてばね力に抗して移動する。入力結合された状態では、照明ユニットはばね圧
により連続的にファイバオプティックピン２５に押し付けられ、その結果、最適な光伝達
が付与されている。さらにこの接触個所を介しても熱はＬＥＤからゾンデ部分３に導出さ
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れる。
【００３９】
　最終的に支持エレメント２４の弾発された支承により、接眼レンズの光伝達端部面と、
ゾンデ部分３のピン２６内にある画像導体束の光伝達端部面とは、精確に互いに対応配置
されているか、もしくは互いに接触する。
【００４０】
　支持エレメント１２は保持体１６において支承されている。この保持体１６は実質的に
はプレート状に形成されていて、支持エレメント１２のための孔と、その隣に配置された
、接眼レンズカートリッジ１１のための孔とを有している。この保持体１６はヒートブリ
ッジ部分も形成する。このヒートブリッジ部分を介して熱は支持エレメント１２から接眼
レンズカートリッジ１１に伝達される。
【００４１】
　この接眼レンズカートリッジ１１に対して同軸的に、後側で接続するカメラソケット１
７が配置されている。このカメラソケット１７は同様に接眼レンズカートリッジ１１に熱
的に接触していて、発生する熱をハンドグリップ２の後側の端部に伝導する。後側で閉鎖
するようにハンドグリップ２には金属製のキャップナット（Ｕｅｂｅｒｗｕｒｆｍｕｔｔ
ｅｒ）１８が設けられている。このキャップナット１８は同様に金属製の保持ソケット１
９を介してカメラソケット１７に熱伝導式に結合されている。
【００４２】
　従って、発光ダイオード６から出発して支持エレメント１２と、保持体１６と、接眼レ
ンズカートリッジ１１と、カメラソケット１７と保持ソケット１９とを介して、ハンドグ
リップ２の外側に設けられている、このハンドグリップ２に螺設されたキャップナット１
８に対する熱伝導性の結合部が形成されている。この場合、キャップナット１８を介して
熱放射は外方に行われ、この場合、前記キャップナット１８はハンドグリップ２の保持時
に接触領域の外側に位置している。
【００４３】
　接眼レンズカートリッジ１１の遠位の端部は、保持プレート２０に結合されていて、こ
の保持プレート２０は、やはり連結部７に付属の外側にあるロック部分５に結合されてい
る。このロック部分５は、開放位置（図４）と閉鎖位置（図５）との間を旋回可能であり
、横断面で舌片状の延長部２１を、ロック部分を回動させるための取っ手として有してい
る。ロック部分５は一般的には金属から成っているので、この部分を介しても外方への良
好な熱放射が可能である。
【００４４】
　ゾンデ部分３の段付けされたファイバオプティックピン２５は、直径で比較的小さなフ
ァイバオプティックピン２５の自由段部で、ハンドグリップ２の管状のガイド部分２２内
に係合し、ガイド部分２２の管状の端面は、ピン２５の直径で比較的大きな段部に当接す
る。この分離個所は、ロック部分５の閉鎖位置において、ロック部分５の舌片状の延長部
２１によって上方より係止され橋絡される。従って延長部は別のヒートブリッジ部を形成
する。このヒートブリッジ部を介してガイド部分２２からピン２５、ひいてはゾンデ部分
３に熱は伝達されて導出される。
【００４５】
　ゾンデ部分３とハンドグリップとの連結位置では、ゾンデ部分３の、連結部７に属する
連結部対応部材４は、ハンドグリップ２のロック部分５内に係合する。この場合、バヨネ
ット式に互いに内外に係合する結合部が形成されている。従って、ゾンデ部分３の連結部
対応部材４もロック部分５と熱的に接触しているので、この部分も一緒に熱導出に貢献す
る。
【００４６】
　ロック部分５の舌片状の延長部２１は、閉鎖位置において照明システムのスリーブ状の
ガイド部分２２に係止し、この場合、このガイド部分において発光ダイオード８のための
支持エレメント１２が支承されている。従って、付加的にさらにガイド部分２２を介して
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【００４７】
　熱伝達及び熱放射のために使用される、内視鏡の組込み部分は、良好に熱伝導する材料
、特に金属から成っている。
【００４８】
　１つ又は複数の高出力発光ダイオードの熱伝達と熱放射とに関する本発明による手段に
より、コンパクトで小型化もされた内視鏡が実現可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】互いに分離して示されている、ハンドグリップとゾンデ部分とを備えた内視鏡の
斜視図である。
【図２】ハンドグリップの縦断面図である。
【図３】支持エレメントとこの支持エレメントに結合された発光ダイオードの斜視図であ
る。
【図４】ゾンデ部分と、このゾンデ部分から分離された部分的に図示されているハンドグ
リップとの斜視図である。
【図５】連結部端部を見たハンドグリップの斜視図であって、この場合、閉鎖部分は閉じ
られている。
【符号の説明】
【００５０】
　１　内視鏡、　２　ハンドグリップ、　３　ゾンデ部分、　４　連結部対応部材、　５
　ロック部分、　６　発光ダイオード、　７　連結部、　８　光導体、　９　ゾンデ、　
１０　カメラ、　１１　接眼レンズカートリッジ、　１２　支持エレメント、　１３　切
欠き、　１４，１４ａ　ケーブル、　１５　長手方向溝、　１６　保持体、　１７　カメ
ラソケット、　１８　キャップナット、　１９　保持ソケット、　２０　保持プレート、
　２１　延長部、　２２　ガイド部分、　２３　外側ケーシング、　２４　ばね、　２５
　ファイバオプティックピン
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